
盛岡YMCA みつかる。 つながる。 よくなっていく。
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「わたしといもうと」

わたしたちは、きょうだいです。あそぶのも、おてつだいも、べんき
ょうするのも、おいのりのときも、おかあさんにしかられるのも、いつ
もいっしょです。でも、ちがうところもいっぱいです。それは二つので
きごとからわかります。

きょねんのなつ、くわがた虫をひろいました。お父さんが、しいく
ばことゼリ ー とをかって来てくれました。 「くわちゃん」という名前を
つけて元気になるようにおいのりをしました。三日ぐらいはおなか
を上にしてほとんどうごけません。わたしはこわくてさわれません
でしたが、いもうとは、なんどもくわちゃんをつまんでゼリ ーの上に
のせていました。わたしは 「がんばれ」とおもいながら、おいのりし
かできませんでした。二人のきょう力でくわちゃんは元気になり、二
しゅうかんくらいゼリ ーをいっぱいたべてくれました。

でも、ある日、くわちゃんはしんでしまいました。たくさんなきまし
た。手のひらにのせておわかれをしたかったけど、やっぱりできま
せんでした。いもうとがティッシュにつつんでくれたので、おにわに、
おはかをつくりました。げんかんからみえるところでした。一しゅうか
んくらいして、わたしがおはかのところで、 「くわちゃん、天国でかみ
さまといっしょですか。」といったら、いもうとは「ねえね、くわちゃん
は土の中でとけてしまっているよ。もうなんにもないよ。」

J唇誤唇
2030隼に●けて
●●が●●した

と、しらーとしていました。ショックでした。
っ，．． 胃●と●●●●で＇屈l

2月、YMCAでがんどうこに、わかさぎつりに行きました。わたしは
ーぴきつれました。とても元気だったので 「げんきくん」と名前をつ
けて、つれてかえって、かうことにしました。リ ー ダーがビニールぶく
ろに水とげんきくんを入れてくれました。家についたときには、よわ
っておなかを上にして、ぴ＜ぴくしていました。すぐにボールに入れ
てみまもりながら元気になりますように、とおいのりをしていると、
いもうとは「てんぷらにしてたべたほうがいいよ。」というのです。

「ひどいやつめ。」と思いました。なんと、お父さんとお母さんも、げ
んきくんのいのちをいただくことがありがとうと思うことが大切な
んていいだして、夕食は天ぷらになり、こなの中にげんきくんを入
れるとき、パニックになっているわたしをむししして、いもうとが、こ
なの中に入れてしまいました。

いもうとは、あたまからはんぶん食べて、 「おい
しい。」といいました。わたしは、なきながら、 「げ
んきくん、ありがとう。」とむりにおもわされて、し
っぽを、少したべました。

盛岡YMCAメンバー 赤松紗実

盛岡YMCA の使命
私たち、盛岡YMCAは、 イエス ・ キリストによって示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満ちた岩手の地で、
こども、 家族、 地域とともに公正で平和な世界の実現を H指します。
1. こどもたちの個性を大切にし、 それぞれの夢や希望、 生きる力を育みます。
2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。
3. 共に生きるために、 異なった文化、 多様な価値観と出会う場を提供します。



r ウィンター キャンプの報告 J 塁
くエンジョイ ・ ジュニアスキーキャンプ＞

皆さんこんにちは！シュリンプです！私からは、2018年12月26日から29日に
かけて行われた、2018年度エンジョイ・ジュニアスキーキャンプの報告をさせ
ていただきます。

1日目の最初の方は、緊張している子どももいましたが、スキーレッスンが
始まると自信満々に滑る子や、とても楽しそうにスキーを滑る子など、緊張も
ほぐれた様子でした。その後のプログラムでは、同じグループの友達と打ち解
け始め、自分の意見をしっかりと相手に伝えることにチャレンジしていました。

2日目は、ジュニアスキーキャンプのメンバーが合流しました。あるグループ
は、先に来ているエンジョイスキーキャンプのメンバーが楽しそうに歓迎会を、
あるグループは、みんなで集まってぎこちなく自己紹介をするなど、グループ
ごとに関わる様子が見られました。

エンジョイスキーキャンプ ・ ジュニアスキーキャンプ揃って初のプログラムで
は、ちゃぶ台返しをしました。そこでは、各グループー丸となって、ちゃぶ台を
返すまでの演技や、ちゃぶ台に工夫を凝らしていました。

3日目は、翌日に控えた、ワッペンテストに向け本格的に練習が始まりまし
た。

リーダーに教えてもらったことを、凄く意識して練習している様子が多く見ら
れました。スキーグループごとに、様々な練習法でとても楽しく滑っていました。

最終日は、みんな待ちに待ったワッペンテストです。緊張してる中、スキーレッ
スンで身に付けたことを、カー杯発揮しました。また、テスト中には、スキー グル
ープの友達を一生懸命応援していました。

4日間を通し、スキーレッスンで上手に滑れるようになる体験を璽ね、最後
はみんなが自信満々に、滑っていました。また、友達と関わる上で、チャレンジす
る姿勢も多く見られたキャンプだったと思います。とても楽しかったです！ありが
とうございました！！ 

岩手大学2年
宮澤秋彦（シュリンプリー ダー）

くチャレンジスキーキャンプ＞

こんにちは！ショッカーです！今回は、今年一発目に行われたチャレンジスキ
ーキャンプについて報告をさせていただきます。

チャレンジスキーキャンプは1月5日、6日の二日間にかけて行われました。
今回が第1回目となるキャンプで、当日は子ども9人、リーダー3人、計12人の
メンバーが参加しました。初めてYMCAのキャンプに参加する子どももいて、
アットホ ームな雰囲気でありながらも、とても新鮮味のあるキャンプになりまし
た。

行きのバスでは、リーダークイズをしたり「スキー ヤー」、 「たまごとにわとり
」を大きな声で歌ったりしました。 「たまごとにわとり」では、どちらが先か白熱
した議論も飛び交いました。

スキーレッスンでは悪天候の中でしたが、寒さに負けず楽しむ姿、頑張る
姿が見受けられました。

ナイトプログラムは、男女対抗で神経衰弱を行いました。玉ゲームというミ
ニゲーム対決では、勝負に真剣に挑みー喜一憂する場面がたくさんありまし
た。

二日目も皆元気にスキーレッスンに
出発して行きました。初日と変わって、
とてもいいコンディションの中滑ること
ができました。上手に滑れるようになり
とても嬉しそうな姿が見受けられまし
た。午後のフリ ー タイムでは最後まで
皆で遊びました。帰りの準備をしてる
時には 「もう一泊したい！」、 「あっという
間だった！」という声が聞こえてきまし
た。

二日間を通して子ども達の笑顔や個性の溢れるキャンプになりました。

岩手県立大学4年
伊藤陸（ショッカ ー リー ダー）

くダイナミックスキーキャンプ＞

皆さんこんにちは！マックスです！私から1月12日から14日まで安比高原ス
キー場で行われたダイナミックスキーキャンプの報告をさせていただきます。

メンバーは15人と少なめでしたが、一人ひとりの個性が爆発する“クセの強
い”

2泊3日となりました。
スキーレッスンではとにかく大声を出して滑る子や、真剣に取り組む子など

色んな子どもたちと滑りましたが、共通しているのは全員笑顔でスキーが楽
しい！という気持ちが溢れていたことです。ワッペンテストでは、友だちを皆で
応援し、グループ全員でテストに挑んでいました。レッスンだけでなく、合間に
は雪遊びをするグループもあり、とても楽しい時間を過ごしました。

今回のダイナミックスキーキャンプのテーマは“クセの強いキャンプ'’。1日目
のナイトプログラムでは、自分たちで作ったカルタで遊び、その後に生活グル
ープごとに3日間の“クセ’'を決めました。みんみんリーダーのグループは関西
弁。ガルベスリーダーのグループは語尾が「～っス。」トラックリーダーのグルー

プは立ったり座ったりするときに 「はい、お豆製造会社です。」私のグループは
「あっ」と言ってから話す。というクセを決めました。意味が分からない“クセ’'も
ありますが、実際にやってみると楽しい！グループで“クセ’'を忘れないようにし
たり、他のグループのクセを真似したりしていました。最後の夜は思い出クイ
ズ。“クセ’'を発動しながら楽しくキャンプを振り返りました！盛岡に戻っても全
員でクイズをしました。（大喜利でしたが…。）

最後には自然と全員で楽しい雰囲気を作れるようになっていて、子どもた
ちもリーダーたちも全員がつながることができ、思い出に残る“クセの強いキ
ャンプ’'となりました。

岩手大学3年
東彩由海（マックスリーダー）



r サッカ ー合宿 J 主
1月7日（月）～1月10日（木）の4日間でサッカー合宿が開

催されました。ベストキッズでは毎年1月と3月に今回のよ
うな合宿が開催されます。参加対象者は盛岡YMCAベス
トキッズに在籍している1年生から6年生までです。今回の
参加者は3年生から6年生までの希望者9名となりました。

今回の合宿では、基本技術の習得、多くの選択肢を持
つ為の視野の確保をテーマに午前3時間、午後3時間の練
習を4日間行いました。1対1の練習をしている場面で、自
分より上の学年に対して果敢に挑み、負けては悔しがり、
修正 ・ エ夫しまた挑戦する。そんな場面が多くみられまし
た。

気持ちのこもったプレーの続く4日間の練習を通じて、サ
ッカーに対する姿勢にも変化が見られました。

サッカーに限らず、ホテル内での生活でもたくさんの変
化や気づきがありました。上級生は下級生に関して宿泊
や準備・片づけのルールを教えてあげたり、下級生は上級
生に練習以外の時間に遊んでもらったりと少ない人数な
らではの温かい雰囲気でした。合宿に初めて参加する選
手も、以前参加したことがある選手も、食事や生活に関し
て、周りを見て自分を変えようという姿も見られました。

4日間を通して、参加した全選手がそれぞれ気づき、考
え、判断し、行動して実りのある合宿になったように思いま
す。しかし、合宿が全てではなく、この合宿を一歩目として
ベストキッズは新シーズンに向けて進んでいきます。今後
とも応援よろしくお願いします！

盛岡YMCA前潟センターディレクター 向平悟

r 学童期の食と栄養 J 二
学童期は、将来にわたる生活行動の基礎作りとして、規

則正しい生活習慣の習得が大事な時期です。 「早寝早起
き朝ご飯」の生活リズムを身に付けることによって朝食欠
食による栄養不足を防ぎ、学習能力、体力面にも良い影響
を及ぼします。

また、体位の第二発育急進期であり、体を作るたんぱく
質、骨の形成に必要なカルシウム、成長に伴い筋肉、血液
などで必要とする鉄分が不足しないようにすることが重要
です。

大人は一食抜いても大きな影響はありませんが、子ども
は体重当たりの必要な栄養量が大人より多く、抵抗力や
免疫力などの予備能力も未発達なため、1食ごとの栄養
の役割が大きいのです。

骨量は男子で13~16歳、女子では11~14歳の頃に最も
多く蓄積され、20代に骨量のピー クを迎え、40歳後半から
減少し始めるため10代の頃に食事と運動で骨へのカルシ
ウム蓄積を十分に増やしておくことが成人期・高齢期の
骨粗慰症を予防するためにも重要なポイントになります。

学校給食によって一定の栄養量が確保されていますが
給食のない日は、ビタミンやミネラルの摂取量が全般に少
なく、中でもカルシウムの不足が目立ちます。近年増えて
いる調理済み食品は脂肪や塩分の多いものが多く、鉄、カ
ルシウム、ビタミン類や食物繊維が不足がちであることを
理解し、過不足を調整しながら上手に日々の食事に利用
したいものです。

管理栄養士

r 出向報告挨拶 J 

東野 真理子

躙一
盛岡YMCAとの出会いは18年前。成人を迎えたばかり

のやんちゃな私を先輩リ ーダ ーや、現総主事の濱塚さん
があたたかく受け入れてくれたあの日のことは今でも忘
れません。

18年間の盛岡YMCAでの生活はドラマのようでした。想
い通りに自分の気持ちを表現できなかったり、誰かと自分
を比べたり、なんでもない言葉に傷ついたり、もうダメだと
思ったことは何度もありましたが、そんな時いつも助けて
くれた、支えてくれたのが、活動を共にする仲間であり、元
気に笑顔でYMCAに集う子どもたちでした。

この18年間、本当にたくさんの人たちと出会わせて頂き
その一人ひとりの方達からたくさんのことを学ばせて頂き
ました。自分の中だけでなく、他人の中にある自分を知る
ことができ、そして自分の中にある他人を知り、自分と他
人の違いを超えてつながる喜びや、幸せも体験すること
ができました。

そして、盛岡YMCAは人で創られている素敵な場所だ
と誇れるようにもなりました。どんな人でも居場所があり、
どんな人でも誰かとつながれる、そんな素敵な場所が盛
岡YMCAです。

そんな盛岡YMCAを離れ、この度3月より、熊本YMCA
に3年間出向することとなりました。3年間も盛岡を離れる
寂しさはありますが、どんな新しい出会いと気づきが待っ
ているのか、希望を抱き熊本へ出発します。3年後にはた
くさんの宝物をポケットに詰め込んで、盛岡へ戻って来れ
るよう精一杯頑張ってまいります。

最後になりますが、盛岡YMCAを通し
て出会えた全ての人に、本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。ありがとうございま
した。そして、これからもよろしくお願いし
ます。

YMCA本町センターセンター長
伊藤員太郎
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鬼は外！！

遠い昔、僕が通っていた幼稚園では園長先生が豆を撒き、鬼の面
をかぶった園児たちが大喜びしながら逃げ惑うが恒例だった。僕
は逃げるふりをしながら、豆を拾って食べていたのを先生に見つ
かって、しこたま叱られた記憶がある。豆を撒く行為は、諸説あると
思われるが、少なくとも豆をぶつけることによって 「家」の中にある
邪気（鬼）を追い出し、代わりに幸運（福）に来てもらうことが目的
だと理解してきた。

今は豆を撒く代わりに、恵方巻きを食べることが主流になって来
ている。後で掃除をする必要がないのでとても便利だ。最近のある
調査では、節分に豆まきをした家庭は30%、恵方巻きを食べた家
庭は55％だったという。こうした逆転現象は今後ますます加速する
ことだろう。しかし、これだと福はやってくるが、鬼が出ていかない
である。夏目漱石作の小説 「こころ」に登場する 「先生」はこんなこ
とを言っている。

平生はみんな善人なんです、少なくともみんな
普適の人間なんです。
それが、いざという間際に、急に悪人に変わる。
だから恐ろしいのです。
だから油断が出来ないんです。 盛岡YMCA

r 
日本でメンポー も考えた⑥ J 

お客さんにお釣りを渡そうとしているとき、どこからか不機嫌な
視線を感じたその瞬間、 「お前は何でこんな事すんの？俺が会計す
るって言っただろう！おい、これはダメだろう！」と上司と思われる人
が突然テーブルを強く叩きつけ、他の席にまで怒鳴り声が広まった
…。これは、居酒屋でアルバイトを始めてから約1年が経った頃の
出来事。

母国マレー シアでは、日本で言うところの「飲み」という習慣は全
くなく、日本に来た当初は居酒屋というものを全く知らなかった。

その後、何度も日本人の友達と飲みに出かける中で、値段も一

般の飲食店に比べ全体的に高く、行きづらい印象を持っていたた
め、初めの頃は居酒屋にあまり良いイメー ジを持っていなかった。

しかし、居酒屋でアルバイトを始め実際の仕事に触れていく中で
少しずつ印象が変わっていった。

岩手大学3年 オンホ ーイン
（メンボー リ ー ダー）
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敬
称
略

核家族化が進行し、 「家」という概念が希薄となった生活を送る
僕たちは、これからは 「自分の心」に豆を撒くことが必要だ。

それは、自分の心の中にひそむ悪を追い出し、その代りに新しい
価値を受け入れる空間を生み出す作業だ。節分は良い機会だ。恵
方巻きを食べながら、自分自身をふりかえって見ることもありだと
思う。

イエスは言われた。 「あなたがたも、まだ悟らないのか。すべてロ
に入るものは、腹を通って外に出されることが分からないのか。し
かし、口から出て来るものは、心から出て来るので、これこそ人を
汚す。悪意、殺意、姦淫、みだらな行い、盗み、偽証、悪口などは、心
から出てくるからである。これが人を汚す。。

圏

新約聖書 マタイによる福音書15章16節～20節

マレー シアでは、結婚式やお祝いなど
といった特別な日でない限り、飲みに出
かける人はほぼいない。日本では、平日
仕事終わりに飲みに来ているスーツ姿の
サラリ ーマンをよく見かける。

しかも、飲みに出かけると何件か回って
から帰る人が多い。周りの友達や知り合
いからはそれが当たり前だと教えてもら
ったが、飲みに出かける習慣のない私に
とっては理解できるものではなかった…。

（つづ<…)

図l

総主事 濱塚有史

屈

（地元のマレー シア ・ クアラ
ルンプールの風景写真）

1月のアドベンチャー の活動は餅つき。モッチ ・ マイ ・

ソウル) みんなで歌おう！ モッチ ・ マイ ・ ソウル月
キャンプソングの定番「ロック ・ マイ ・ ソウル」の替え歌
で盛り上がっていました。

最新情報はこちらでチェックできます！ 「盛岡YMCA」で検索ください。

ホ ー ムペ ー ジ 9ヽ � : https://www.moriokaymca.org/
facebook� : https://ja-jp.facebook.com/moriokaymca/


